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メ
キ
シ
コ
編

　

メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
２
０
１
５
年
の

自
動
車
生
産
台
数
は
約＊
１

340
万
台
で
、
前
年

の
２
０
１
４
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
を
抜
き
、
イ

ン
ド
に
次
ぐ
世
界
第
７
位
。
今
後
ま
だ
ま

だ
増
産
の
余
地
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
輸
出
台
数
で
は
世
界
第
４
位

の
＊
１275

・
９
万
台
。
世
界
第
２
位
の
自
動
車

市
場
で
あ
る
米
国
と
北
米
自
由
貿
易
協
定

（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）に
よ
り
１
９
９
４
年
に
市

場
統
合
し
た
結
果
、
米
国
市
場
で
の
メ
キ

シ
コ
製
自
動
車
の
シ
ェ
ア
・
競
争
力
は
着

実
に
増
加
し
、
メ
キ
シ
コ
製
自
動
車
の
約

８＊
１

割
が
北
米
市
場
向
け
と
な
っ
て
い
る
。

実
際
、
原
産
国
別
に
米
国
自
動
車
市
場
の

シ
ェ
ア
率
を
み
る
と
、
約
７
割
を
占
め
る

米
国
・
カ
ナ
ダ
製
を
除
き
、
日
本
製
が
１

割
、
も
う
１
割
を
メ
キ
シ
コ
製
、
そ
の
残

り
を
韓
国
製
、
ド
イ
ツ
製
で
分
け
合
っ
て

い
る
が
、
２
０
１
４
年
以
降
は
メ
キ
シ
コ

製（
＊
１12
・
１
％
）が
日
本
製（
９＊
１
・
３
％
）を

上
回
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は

繁
栄
を
続
け
る
メ
キ
シ
コ
の
自
動
車
産
業

メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
自
動
車
産
業
基
盤
の

強
化
を
目
指
し
、
現
地
中
小
企
業
に
お
け

る
金
属
プ
レ
ス
加
工
な
ど
の
要
素
技
術
向

上
に
向
け
た
支
援
、
現
地
調
達
率
の
向
上

に
つ
な
が
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化

や
自
動
車
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
振
興
の
た
め

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

メ
キ
シ
コ
に
自
動
車（
乗
用
車
）
製
造

工
場
を
持
つ
の
は
、
米
ビ
ッ
グ
３
の
Ｇ

Ｍ
・
Ｆ
Ｃ
Ａ
・
フ
ォ
ー
ド
の
ほ
か
、
日

系
で
は
ト
ヨ
タ
・
日
産
・
ホ
ン
ダ
・
マ

ツ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
で
は
老
舗
の
独
Ｖ
Ｗ
、

２
０
１
６
年
に
メ
キ
シ
コ
で
の
製
造
を
開

始
し
た
韓
国
勢
の
Ｋ
Ｉ
Ａ
な
ど
が
あ
る
。

２
０
１
１
～
２
０
１
５
年
の
５
年
間
で
、

自
動
車
部
品
を
含
む
メ
キ
シ
コ
自
動
車
産

業
分
野
に
お
け
る
外
資
直
接
投
資
の
総
額

は
約

＊
２197

・
82
億
ド
ル
に
上
っ
た
。

　

日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
生
産
投
資
増

加
に
伴
い
、
関
連
日
系
企
業
も
相
次
い
で

メ
キ
シ
コ
に
進
出
し
、
２
０
１
５
年
10
月

地
点
で
進
出
日
系
企
業
数
は
957
社
と
な

り
、
そ
の
う
ち
約
８
割
が
自
動
車
産
業
関

連
と
な
っ
て
い
る
。

　

メ
キ
シ
コ
政
府
は
１
９
８
０
年
代
か
ら

自
由
貿
易
を
推
進
し
、
国
内
へ
の
外
国
投

資
誘
致
を
促
進
す
る
政
策
を
取
っ
て
お
り
、

現
在
世
界
46
カ
国
と
自
由
貿
易
協
定
を
締

結
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
メ
キ
シ
コ
の
貿
易

額
は
年
々
順
調
に
増
加
す
る
一
方
、
対
北

米
輸
出
依
存
度
も
上
昇
し
続
け
て
い
る
。

　

投
資
者
に
と
っ
て
、
巨
大
な
米
国
市
場

日
系
企
業
に
よ
る
進
出
ラ
ッ
シ
ュ

広
範
な
自
由
貿
易
網

と
隣
接
す
る
こ
と
は
大
き
な
魅
力
で
あ
る

が
、
メ
キ
シ
コ
を
製
造
拠
点
と
す
れ
ば
、

北
米
の
み
な
ら
ず
、
中
南
米
地
域
の
ス
ペ

イ
ン
語
圏
に
も
自
由
貿
易
協
定
網
を
活
か

し
て
事
業
展
開
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
日
本
と
は
２
０
０
５
年
に
発

効
し
た
日
墨（
メ
キ
シ
コ
）経
済
連
携
協
定

が
あ
り
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
は
ア
ボ
ガ
ド
・

オ
レ
ン
ジ
・
豚
肉
・
牛
肉
な
ど
の
農
産
物

を
中
心
に
輸
出
さ
れ
、
日
本
か
ら
は
自
動

車
部
品
な
ど
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
メ
キ
シ
コ
の
魅
力
は
、
主
要

市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
自
由
貿

易
網
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

世
界
的
に
続
く
原
油
価
格
の
低
迷
や

原
油
生
産
量
の
減
少
に
よ
り
、
産
油
国
で

あ
る
メ
キ
シ
コ
の
国
家
歳
入
は
大
幅
減
少

し
、
財
政
は
緊
迫
し
た
状

態
に
あ
る
が
、
過
去
２
度
の

経
済
危
機
を
教
訓
に
し
た

財
政
規
律
強
化
が
効
果
を

発
揮
し
、
マ
ク
ロ
経
済
は
健

全
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ペ
ソ
安
の
傾
向
は
依
然

続
い
て
い
る
も
の
の
、
ト
ラ

ン
プ
氏
が
勝
利
し
た
米
国

大
統
領
選
後
に
想
像
さ
れ

て
い
た
よ
う
な
急
激
な
ペ
ソ
安
は
今
の
と

こ
ろ
み
ら
れ
て
お
ら
ず
、
２
０
０
３
年
以

降
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
外
貨
準
備
高
は
政

府
総
債
務
残
高
を
上
回
り
、
今
後
待
ち
受

け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
危
機
に
立
ち
向

か
う
体
力
を
残
し
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
、
メ
キ
シ
コ
の
人
口
は

１
億
２
、７
０
１
万
人
と
な
り
、
人
口
増
加

率
が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
日
本
を
超
え
て

世
界
第
10
位
と
な
っ
た
。
ま
た
、
年
齢
別

人
口
構
成
を
見
る
と
、
24
歳
以
下
の
年
齢

層
が
全
体
の
＊
３48
％
を
占
め
、
労
働
市
場
に

低
廉
で
豊
富
な
労
働
力
を
提
供
す
る
と
同

時
に
、
潜
在
的
内
需
拡
大
の
拠
り
所
と
も

な
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
質
の
高
い
産
業
人
材

を
必
要
と
す
る
自
動
車
部
品
等
製
造
企
業

の
労
働
需
要
に
応
え
る
べ
く
、
工
業
高
校

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
技
術
学
科
や
自
動

車
産
業
学
科
を
設
置
す
る
な
ど
の
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

　

名
古
屋
市
と
メ
キ
シ
コ
市
の
姉
妹
友
好

関
係
を
含
む
10
都
市
で
姉
妹
都
市
協
定
が

締
結
さ
れ
、
大
学
間
学
術
交
流
に
い
た
っ

て
は
110
校
以
上
で
締
結
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、ア
グ
ア
ス
カ
リ
エ
ン
テ
ス
州
・
グ
ア
ナ

フ
ア
ト
州
と
そ
れ
ぞ
れ
経
済
交
流
に
関
す

る
覚
書
を
締
結
し
た
神
奈
川
県
・
広
島
県

に
は
、
日
産
・
マ
ツ
ダ
の
拠
点
が
あ
り
、
自

動
車
産
業
の
発
展
に
伴
い
、
親
メ
キ
シ
コ
、

親
日
的
関
係
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
７
１
年
か
ら
始
ま
っ
た「
日
墨
戦

略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
研

修
計
画
」で
は
、
毎
年
50
名
の
メ
キ
シ
コ
人

留
学
生
が
日
本
で
学
び
、
逆
に
日
本
か
ら

も
留
学
生
が
メ
キ
シ
コ
に
学
び
に
来
て
お

り
、
日
墨
間
の
地
理
的
距
離
感
を
縮
め
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
研
修

の
日
本
人
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
、
メ
キ
シ
コ
国

内
に
約
２
万
人
在
住
す
る
と
さ
れ
る
日
系

人
は
、
進
出
す
る
日
系
企
業
に
対
し
、
ス

ペ
イ
ン
語
の
で
き
る
日
本
人
人
材
を
提
供

し
て
い
る
。

　

米
国
次
期
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
ト

ラ
ン
プ
氏
は
、
政
権
移
行
作
業
の
過
中
、

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
か

ら
の
離
脱
意
向
を
既
に
表
明
し
、
選
挙
公

約
で
は
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
脱
退
を
言

明
し
た
。
特
に
、
自
動
車
な
ど
メ
キ
シ
コ

か
ら
の
輸
入
品
に
高
い
関
税
を
か
け
る

可
能
性
を
示
し
た
が
、
選
出
後
（
本
稿
の

執
筆
段
階
ま
で
に
）、
ト
ラ
ン
プ
氏
か
ら

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
関
連
す
る
言
及
は
な
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、「
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
＝
米
国

企
業
の
国
外
移
転
＝
雇
用
機
会
の
喪
失
」

を
憂
い
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
懸
念
を
示
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
メ
キ
シ
コ
か
ら

米
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
の
は
完
成
自
動

車
の
み
な
ら
ず
、
米
国
内
の
自
動
車
製
造

メ
ー
カ
ー
に
供
給
す
る
自
動
車
部
品
で

あ
っ
た
り
、
米
国
民
の
豊
か
な
食
卓
を
支

え
る
農
産
物
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
輸

出
品
に
高
い
関
税
が
か
け
ら
れ
れ
ば
、
米

国
内
経
済
に
も
深
刻
な
影
響
が
出
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
テ
ー
マ
に

は
慎
重
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

し
か
し
、
今
回
の
大
統
領
選
を
通
じ
、

ト
ラ
ン
プ
氏
の
掲
げ
る
保
護
主
義
的
経
済

政
策
が
米
国
民
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
事

実
は
厳
然
と
し
て
あ
り
、
し
ば
ら
く
は
米

国
の
政
策
動
向
を
じ
っ
く
り
見
守
る
し
か

な
い
。

健
全
な
マ
ク
ロ
経
済
と
低
廉
豊
富
な
労
働
人
口

日
墨
間
の
伝
統
的
な
友
好
関
係

ト
ラ
ン
プ
旋
風
が
与
え
る
影
響

　

メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
近
年
目
覚
ま
し
い
自
動
車
産
業
の
振
興
に
伴
い
、
国
際

協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）で
は
自
動
車
産
業
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
や
産
業

人
材
の
育
成
な
ど
に
か
か
る
支
援
を
続
け
て
い
る
。
本
稿
で
は
、日
系
企
業
の
進

出
が
相
次
ぐ
メ
キ
シ
コ
の
現
状
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

＊１出所：メキシコ自動車工業会（AMIA）

＊３出所：2010 年度国勢調査
＊２出所：メキシコ貿易投資促進機関（PROMEXICO）

日
系
、
欧
米
系
Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
製
造
輸
出
拠
点
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
長
し
ゆ
く
メ
キ
シ
コ

大田　享子
（おおた きょうこ）

　中南米地域を中心に国
際協力事業に15年間従事
し た 後、2015 年 ３ 月 よ
り JICA メキシコ事務所に
在外専門調整員として勤務
し、官民連携事業の形成な
どにあたる。

JICA 自動車産業基盤強化プロジェクトにて企業の品質
改善指導を行う専門家

メキシコ国内での自動車販売台数が年々増加する一方、
都市部では交通渋滞が深刻化している

日系企業で働く労働者たちの年齢は総じて若い
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そ
の
辺
は
、
地
理
的
に
近
い
影
響
も
あ
る

の
か
、
米
国
的
な
合
理
主
義
が
通
用
す
る

の
で
、
新
興
国
に
あ
り
が
ち
な
属
人
的
ト

ラ
ブ
ル
は
あ
ま
り
起
き
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
な
り
の

規
模
の
都
市
に
進
出
す
れ
ば
、
問
題
は
起

き
な
い
と
思
い
ま
す
。
当
社
は
メ
キ
シ
コ

北
東
部
の
ヌ
エ
ボ
・
レ
オ
ン
州
の
州
都
モ

ン
テ
レ
イ
市
に
進
出
し
た
の
で
す
が
、
メ

キ
シ
コ
で
３
番
目
の
大
き
な
都
市
で
あ

り
、
イ
ン
フ
ラ
面
で
の
不
都
合
は
な
い
で

す
ね
。

　

治
安
に
つ
い
て
も
、
ほ
か
の
国
に
比
べ

て
、
極
端
に
悪
い
と
い
う
印
象
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
に
比
べ
れ
ば
良

く
な
い
の
で
、
注
意
は
必
要
で
す
が
。

　

あ
え
て
難
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
日

本
食
が
乏
し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
当

社
が
既
に
進
出
し
て
い
る
タ
イ
や
中
国
な

ど
で
は
日
本
食
が
充
実
し
て
い
ま
す
が
、

メ
キ
シ
コ
で
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
」（
関

社
長
）

　

国
民
性
に
つ
い
て
も
、「
非
常
に
勤
勉
」

だ
と
い
う
。
会
社
に
対
す
る
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
も
強
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
だ
。

　

た
だ
し
、
メ
キ
シ
コ
は
多
民
族
国
家
で

あ
り
、
そ
の
点
で
労
務
管
理
に
は
独
特
の

配
慮
が
必
要
と
な
る
。

　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
デ
ィ
オ
系
、
混
血
、

ス
ペ
イ
ン
系
と
、
メ
キ
シ
コ
は
大
き
く
３

つ
の
民
族
に
分
類
さ
れ
る
。
歴
史
的
な
背

景
や
収
入
・
資
産
格
差
か
ら
、
支
配
層
や

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
は
ス
ペ
イ
ン
系
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
会
社
の
社
員
規
定
に
つ
い
て
は
、

ワ
ー
カ
ー
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
で
、
２

種
類
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
民
族
も
絡
む

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
な
の
で
、
当
社
で

も
十
分
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
休
暇
取
得
の

時
に
は
、
給
料
と
は
別
に
お
小
遣
い
を
会

社
が
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

法
律
が
存
在
す
る
。
レ
ジ
ャ
ー
費
な
ど
が

必
要
だ
ろ
う
と
の
理
由
で
導
入
さ
れ
て
い

る
制
度
で
あ
る
。

　

メ
キ
シ
コ
な
ら
で
は
の
苦
労
と
し
て

は
、
通
貨
も
挙
げ
ら
れ
る
。
日
系
企
業
で

は
日
本
円
と
現
地
の
メ
キ
シ
コ
ペ
ソ
、
そ

れ
か
ら
米
ド
ル
が
必
要
と
な
る
た
め
、
常

に
為
替
リ
ス
ク
が
課
題
と
な
る
。

　
「
そ
の
点
で
、
公
庫
の
外
貨
貸
付
制
度
は

非
常
に
助
か
り
ま
し
た
。
米
ド
ル
建
て
融

資
を
利
用
し
た
の
で
す
が
、
為
替
リ
ス
ク

を
考
え
な
く
て
済
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
」（
関
社
長
）

海
外
子
会
社
は「
教
育
機
関
」

　

現
在
、
ｈ
ａ
ｋ
ｋ
ａ
ｉ
の
海
外
生
産
比

は
３
割
程
度
だ
が
、
将
来
的
に
は
こ
れ
を

５
割
以
上
に
引
き
上
げ
て
い
く
考
え
だ
。

グ
ル
ー
プ
売
上
高
は
、
２
０
１
５
年
12
月

期
で
約
37
億
円
だ
が
、
10
年
後
に
は
100
億

円
を
目
指
す
。

　

特
に
メ
キ
シ
コ
に
つ
い
て
は
、２
０
３
０

年
頃
に
売
上
高
20
億
円
達
成
を
目
標
と
し

て
い
る
。
同
時
に
、
自
動
車
部
品
の
売
上

比
に
つ
い
て
も
、
２
０
１
５
年
時
点
で
は

約
１
割
だ
が
、
将
来
的
に
は
３
割
を
目
指

し
て
い
る
。

　

ｈ
ａ
ｋ
ｋ
ａ
ｉ
に
と
っ
て
海
外
進
出
の

メ
リ
ッ
ト
は
売
上
だ
け
で
は
な
い
。「
異
文

化
と
と
も
に
モ
ノ
づ
く
り
を
実
践
す
る
経

験
は
、
人
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
」
と
い

う
考
え
か
ら
、
海
外
子
会
社
を「
教
育
機

関
」と
位
置
付
け
て
い
る
。

　
「
海
外
出
向
前
に
は
役
職
が
付
い
て
い

な
か
っ
た
が
、
海
外
出
向
中
も
し
く
は
出

向
か
ら
戻
っ
た
後
に
職
位
が
上
が
り
、
役

職
が
付
い
た
と
い
う
社
員
は
結
構
多
い
で

す
。
そ
れ
だ
け
短
期
間
で
も
大
き
く
成
長

し
て
帰
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。

　

特
に
メ
キ
シ
コ
は
将
来
性
も
高
く
、
当

社
を
人
材
的
に
も
組
織
的
に
も
成
長
さ

せ
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
日
系

だ
け
で
な
く
世
界
中
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が

メ
キ
シ
コ
に
集
ま
っ
て
い
る
点
も
魅
力
で

す
。
メ
キ
シ
コ
で
の
取
引
を
起
点
に
、
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
が
可
能
だ
か
ら
で
す
。

　

も
し
、
メ
キ
シ
コ
に
進
出
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
今
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
自
動
車
産
業
に

参
入
し
て
い
き
た
い
な
ら
、
メ
キ
シ
コ
は

一
番
手
っ
取
り
早
い
。
当
社
も
工
場
が
稼

働
し
て
１
年
足
ら
ず
で
す
が
、
非
常
に
引

き
合
い
が
多
く
、
交
通
整
理
が
大
変
な
状

況
で
す
。
そ
れ
だ
け
、
今
の
メ
キ
シ
コ
に

は
チ
ャ
ン
ス
が
溢
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
」（
関
社
長
）

「
最
後
の
地
」と
し
て
の
メ
キ
シ
コ

　

ｈ
ａ
ｋ
ｋ
ａ
ｉ
株
式
会
社
は
、
ミ
ク
ロ

ン（
１
、０
０
０
分
の
１
ミ
リ
）
単
位
の
超

微
細
加
工
技
術
に
よ
る
超
小
物
精
密
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
の
量
産
技
術
を
強
み
と

し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
携
帯

電
話
・
腕
時
計
な
ど
に
必
要
と
さ
れ
る
小

物
精
密
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
を
世
界
へ
と

供
給
し
て
い
る
。
２
０
０
４
年
に
初
め
て

タ
イ
に
海
外
生
産
拠
点
を
置
き
、
現
在
は

中
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
メ
キ
シ
コ
で
も
生

産
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
番
新
し
い
進
出
先
で
あ
る
メ
キ
シ
コ

の
現
地
法
人
は
２
０
１
５
年
５
月
に
設
立

さ
れ
、２
０
１
６
年
１
月
か
ら
工
場
を
稼
働

さ
せ
た
。
初
期
投
資
は
約
20
億
円
で
、
30

人
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
。
将
来
的
に
は
200

～
300
人
規
模
を
目
指
す
。「
メ
キ
シ
コ
進
出

に
は
、
ほ
か
の
国
と
は
違
う
狙
い
が
あ
る
」

と
、関
聡
彦
・
代
表
取
締
役
社
長
は
語
る
。

　

従
来
、
当
社
は
売
上
高
の
８
割
を
占
め

る
電
子
部
品
を
中
心
に
供
給
し
て
き
た
。

今
後
は
、
メ
キ
シ
コ
進
出
を
機
に
、
自
動

車
部
品
を
拡
充
し
て
い
く
計
画
を
打
ち
出

し
て
い
る
。

　

背
景
と
し
て
は
、
電
子
部
品
市
場
の
低

迷
が
あ
る
。
電
子
部
品
は
ゲ
ー
ム
か
ら
カ

メ
ラ
ま
で
が
ス
マ
ホ
に
集
約
さ
れ
た
こ
と

で
、
市
場
が
全
体
的
に
縮
小
し
て
い
る
。

ま
た
、
ス
マ
ホ
自
体
も
頭
打
ち
に
な
り
つ

つ
あ
る
の
で
、
今
後
は
市
場
が
成
熟
期
と

な
り
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
時
期
に
入
る
と

見
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
ま
だ
自
動
車
に
は
、
自
動
運
転

な
ど
新
し
い
テ
ー
マ
が
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
化
に

伴
い
自
動
車
関
連
の
電
子
部
品
に
つ
い
て

も
、
需
要
は
増
え
て
い
く
と
当
社
で
は
見

て
い
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
メ
キ
シ
コ
な
の
か
。
そ
こ

に
は
、
自
動
車
の
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
参
入
障
壁
の
問
題
が

あ
る
。

　

自
動
車
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
入
る

た
め
に
は
、
実
績
が
必
要
と
な
る
。
そ
の

た
め
、
当
社
の
よ
う
に
実
績
が
乏
し
け
れ

ば
、
通
常
、
新
規
参
入
は
難
し
い
。

　

と
こ
ろ
が
そ
ん
な
折
、「
メ
キ
シ
コ
だ
っ

た
ら
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
入
れ
て
も
い

い
」
と
の
提
案
が
舞
い
込
ん
で
き
た
。
自

動
車
部
品
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
既
に

世
界
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
メ

キ
シ
コ
は
自
動
車
業
界
の
中
で
は「
最
後

の
地
」と
呼
ば
れ
て
い
て
、
ま
だ
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
が
あ
ま
り
進
出
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
社
が
既
に
複
数
の
海
外
生
産

拠
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
奏
功
し
た
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
入
っ
た
自
動
車
部

品
メ
ー
カ
ー
は
、
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
の
観
点
か
ら
、
複
数
の
生
産
拠
点
を

持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
点
は
既

に
ク
リ
ア
で
き
て
い
た
。

　

か
く
し
て
、
メ
キ
シ
コ
進
出
を
果
た
し

た
ｈ
ａ
ｋ
ｋ
ａ
ｉ
だ
が
、
進
出
に
際
し
て

は
、
思
っ
た
ほ
ど
大
き
な
不
都
合
は
感
じ

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
基
本
的
に
は
弁
護
士
を
通
し
て
や
る

と
、
ス
ム
ー
ズ
に
諸
手
続
き
は
進
み
ま
す
。

成
長
機
会
と
し
て
の
海
外

メ
キ
シ
コ
の
将
来
性
を
取
り
込
み
、

人
材
と
組
織
の
成
長
を
目
指
す

ｈ
ａ
ｋ
ｋ
ａ
ｉ
株
式
会
社

（
新
潟
県
南
魚
沼
市
）
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